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近年，社会にはインターネット，道路網，人間関係，ＳＮＳ，細胞組織，ニュ
ーラルネットワークなど様々なネットワークが構成されており，私たちにとって
身近で必要不可欠なものとなっている．これらのネットワークの結びつき方は，
正方格子のように規則的でもなく，全くランダムなわけでもない. 
そのようなネットワークの中で，スケールフリーと呼ばれる特性をもつネット
ワークに注目が集まりつつある．後に述べるように，ネットワークの次数（隣接
ノード数）分布が「べき分布」になるものをスケールフリーネットワークと呼び，
ネットワーク形成の背後に自己組織化メカニズムが暗示される点に興味が集ま
っている．実際に，インターネット，人々の人間関係，電力供給網などの実社会
に存在するネットワークの多くのトポロジはスケールフリーネットワークとな
ることが報告されている.しかし，スケールフリーネットワークはエラー耐性に
は頑健であるがアタック耐性が悪いことが報告されている． 
本研究では，ネットワークのアタック及びエラー耐性を両立させるネットワー
クトポロジを成長によって形成することを目指す．アタック及びエラー耐性を両
立させるようなネットワークの構造を論理的に研究されている．多極次数分布ネ
ットワークは，故障にも攻撃にも強いネットワークである．しかし，多極次数分
布ネットワークを生成する成長アルゴリズムはまだ研究されていない．もし，ネ
ットワークの成長を完全に管理することができれば，この多極次数分布を持つネ
ットワークを作成することは不可能ではないが，自然発生的に形成，成長するネ
ットワークにおいては完全な管理は非現実的である． 
ネットワークの成長アルゴリズムは，スケールフリーネットワークを成長によ
って形成するＢＡモデル(Barabasi Albert)をベースとし，次数に対する制限と
その段階的緩和を行うことによって生じるネットワークの特性を観察する．シミ
ュレーションによって，このような条件がエラー耐性，アタック耐性にどのよう
な影響を与えるのかを検討した． 
その結果，ＢＡモデルにより生成させたネットワークよりもアタック耐性は向
上し，エラー耐性はノード削除数４００まではＢＡモデルで成長させたネットワ
ークと変化がなかった． 
又，次数緩和パラメータαの値を変動させるとエラー耐性，アタック耐性にど
のような影響があるのかを検討した．αを変動させるとエラー耐性は変化せず，
アタック耐性に変化がみられた． 
 
